
発明の名称：
デブロモラウリンテロールからなる香料

電 2ページ

利用・用途・応用分野

ＤＣ-ＤＣコンバータ、電気的変量の制御（交流・直流・電力等）、自動運転

目的・課題 解決ポイント

スイッチング損失を低減して、

回路実装面積の縮小化、電力効
率の向上、発熱量の低減、及び
高周波数動作の可能な電流双方
向レギュレータを提供することを
目的とする。

◆昇降圧レギュレータに付加される補助回路部１
は、トランジスタＱ１、Ｑ２のコレクタ・エミッタ間に
接続されるコンデンサＣ１、Ｃ２を備え、接続点Ｘ
と高圧電源端子Ｔ２及び基準電圧端子ＴＳとの
間に、それぞれ上方及び下方補助電流径路が
構成される。

◆高圧電源端子Ｔ２と基準電圧端子ＴＳとの間に、
電圧設定部が構成される。コンデンサＣ１、Ｃ２
及び補助電流径路により、トランジスタＱ１、Ｑ２
のスイッチング時の端子電圧が僅少となりスイッ
チング損失を低減できる。

◆下方及び上方補助電流径路によって電流を
分流することにより、インダクタ電流ＩＬ３、ＩＬ４の
ピークを小さくすることができる。
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本発明は電流双方向レギュレータ
に関するものであり、特に電流双
方向レギュレータにおける損失低
減に関するものである。

スイッチング素子の端子間に印加
される電圧が僅少な状態でスイッ
チング動作を行うことができ、
スイッチング損失が低減された
電流双方向レギュレータや、回路
の実装面積の小型化が可能であ
る電流双方向レギュレータを提供
することが可能となる。

【 電流双方向レギュレータの回路図 】
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